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１自然・地形
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

林野面積
（ha）

自然公園面積（国
立・国定・都道府
県立自然公園計）

（ha）

都道府県自然環
境保全地域面積
（ha）

河川延長・一級
河川（指定区間
外含む）
（㎞）

全 国 ２４９１８０１７ ５３４７０４９ ７３７３９．４３ ８７５５１．２

北 海 道 ５５８３３０１ ８６１０３２ ３６８９．６７ １０２０４．３
青 森 県 ６３０４８５ １１４５３１ １２３０．１７ １０７７．８
岩 手 県 １１５６８５９ ７１８４２ ２１９５．４５ ２１４０．２
宮 城 県 ４１３８０５ １７１１９９ ７８１５．２１ ２１１１．９
秋 田 県 ８４０３０８ １２３１６９ ６８６．１９ ２７３８．７

山 形 県 ６４７３３１ １５４７９６ ５１０５．９６ ２９２３．５
福 島 県 ９４３５４４ １６８２０６ ４８６７．４１ ３３５０．９
茨 城 県 １８９８３３ ９０２５９ ６４５．２１ １８９０．７
栃 木 県 ３４５０４８ １３２１３９ ４６７２．２６ ２７０６．７
群 馬 県 ４０６６３５ ９０４１４ ５３２７．２１ ２８９６．４

埼 玉 県 １２３１７０ １１９６２７ ５１８．２４ １６４２．７
千 葉 県 １６５４０８ ２８５２２ １７７３．７５ ５１２．６
東 京 都 ７９１０４ ７３６０２ ４０５．３０ ７３６．５
神 奈 川 県 ９４９０４ ５５１５７ １１２１５．９０ ３３１．７
新 潟 県 ８０９４８０ ３１６９５５ ２００８．４２ ３６０２．１

富 山 県 ２３９６９３ １１９７５４ ６２３．７８ １１６８．１
石 川 県 ２７９５４７ ５２４９４ １０５０．５０ ３１６．７
福 井 県 ３１１１４７ ６１４３２ ２７３．１２ １０９６．０
山 梨 県 ３４９５７４ １２１１５３ ２１４４．３３ ２０５５．６
長 野 県 １０２３０６９ ２７８５２３ ７８８．４９ ５０７８．１

岐 阜 県 ８４５３４６ １９４９２５ ２９５６．８７ ３２６８．３
静 岡 県 ４９７６９０ ８３６７３ ５１８５．５２ １６２９．０
愛 知 県 ２２０４２１ ８９７８４ １２７．７３ １３８３．７
三 重 県 ３７５４６４ ２０４６７７ ４５８．６０ １７４５．１
滋 賀 県 ２０５４１２ １４９９５７ ０．００ ２３３７．７

京 都 府 ３４４５７３ ８７０２ １０６．６３ ６６６．４
大 阪 府 ５７８９９ １６４９８ ３８．３３ １５４０．２
兵 庫 県 ５６３６４６ １６６０１５ ３９８．３０ １７５９．２
奈 良 県 ２８４０５６ ６３３２８ ９２．１０ １５９９．０
和 歌 山 県 ３６２８２４ ４２９０４ ３２９．３９ ６５０．９

鳥 取 県 ２５７６６８ ４７１０９ １４４．７０ １０３４．２
島 根 県 ５２９２１１ ４０５１９ １７８．７４ ２０９３．７
岡 山 県 ４９０１６６ ７９４８８ ６６．０４ ２５４１．３
広 島 県 ６２２２１３ ３７２４４ ２０５４．１２ ２４１５．６
山 口 県 ４３６１３３ ４２６６７ ０．００ ２１５．８

徳 島 県 ３１２３６０ ３８２６２ ３９．００ １５１９．０
香 川 県 ８８４６３ ２０５３４ ８８．０２ ８７．１
愛 媛 県 ４００６４４ ４１３８８ １９１４．３７ １９４４．３
高 知 県 ５９３６５０ ４６７０５ ４．７０ １９２４．２
福 岡 県 ２２３３８２ ８８１０７ １３４．１１ １２９７．４

佐 賀 県 １０９９４３ ２７００７ １２１．００ １０５５．１
長 崎 県 ２４７５３２ ７４０９５ ７２６．７２ ６８．２
熊 本 県 ４６５８１０ １５５６４４ １５７．９５ １７２８．４
大 分 県 ４５６８９２ １７４８４９ １６．１６ ２０８０．９
宮 崎 県 ５８９９４０ ９１７８４ １８３．９７ １５０８．２

鹿 児 島 県 ５９３２０９ ７９８７１ ２２９．００ ８７７．１
沖 縄 県 １１１２２５ ３５６５１ ９５０．７９ ０．０

埼玉県の順位 ４１ １７ ２４ ２４
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北緯36 1゚7

北緯35 4゚5

東経139 4゚3

東経139 5゚4

52km

103.0km
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埼玉県の地形

資料：埼玉県の地形区分と名称図（１９７５村本達郎による）

概要
埼玉県は関東地方の中西部に位置する内
陸県で、東は茨城、千葉、西は長野、山梨、
南は東京、北は群馬、栃木の１都６県に接
しています。
地形は、県の最高峰・三宝山（２，４８３m）

をはじめとする２，０００m級の山地が西部に
連なり、東部に移るにつれて丘陵、台地、
低地と次第に低くなっています。
「自然公園の面積」によると、平成１３年３
月１日現在の埼玉県の自然公園は、国立１
か所、県立１０か所の１２万 haが指定されて
おり、その区域は県土の３２％を占めています。
また、本県においては法による自然環境
保全地域の指定はなく、埼玉県自然環境保
全条例によりその地域を指定しています。
埼玉県の河川は利根川と荒川の２つの１
級河川の水系に分けられています。

林野面積
現況森林面積（民有林地域森林計画及び
林野庁所管の国有林地域別森林計画樹立時
の森林面積に、その後の移動面積を加減し、
森林計画に含まれていない森林面積を加え

た面積）に野草地（森林以外の土地で野草、
かん木類が繁茂している土地）を加えた面積。

自然公園
優れた自然の風景地の保護及びその利用

の増進を図り、もって国民の保健、休養及
び教化に資するため、自然公園法や条例に
より指定している地域。表＊２の県別面積
は再測定面積なので、合計は全国の面積と
一致しない。

自然環境保全地域
自然環境の適正な保全を総合的に推進し、

もって現在及び将来の国民の健康で文化的
な生活の確保に寄与するため、優れた天然
林、特異な地形・地質等の区域、動植物等
の自生地などで一定規模以上のものについ
て法律や条例で指定している地域。

１級河川
国土保全上又は国民経済上特に重要な水

系のうち、国土交通大臣が１級河川として
指定したもの。

資料出所 調査時点又は期間 調査周期
＊１「世界農林業センサス」農林水産省
＊２「自然公園の面積」環境省
＊３ 環境省ホームページ
＊４「河川管理統計」国土交通省

平成１２年８月１日
平成１３年３月３１日
平成１３年３月３１日
平成１２年４月３０日

１０年
毎年
毎年
毎年
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２気象
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

平均気温
（℃）

降水量
（㎜）

日照時間
（h）

日平均雲量＜１．５
（快晴日数）
（日）

全 国 … … … …

北 海 道 ９．０ １４４４．５ １５８１．９） ８
青 森 県 １０．７ １４０６．０ １５０２．５） ３
岩 手 県 １０．６ １４１７．５ １７０１．８） ４
宮 城 県 １２．９ １１８６．５ １８４４．８ ８
秋 田 県 １２．２ １５６２．５ １４５２．７） ８

山 形 県 １２．２ １１６５．０ １５３８．２ ７
福 島 県 １３．５ １２９１．０ １７９１．４ ９
茨 城 県 １４．２ １４００．０ ２０５６．９ ４１
栃 木 県 １４．３ １６３３．５ １９８４．６） ３８
群 馬 県 １４．９ １１６３．０ ２１７５．５ ３０

埼 玉 県 １５．５ １３２４．０ ２１４４．９ ５４
千 葉 県 １６．２ １３２９．０ １９８６．１ ４９
東 京 都 １６．９ １６０３．０ １９６２．５ ３３
神 奈 川 県 １６．２ １５５７．５ ２０２４．３） ２９
新 潟 県 １４．３ １６４１．０ １６９２．８ １１

富 山 県 １４．６ １９５４．５ １７３８．８ １６
石 川 県 １５．１ ２１２６．０ １８２２．１ ２０
福 井 県 １４．９ １９７６．０ １７９９．６ ２０
山 梨 県 １５．１ １４７９．０ ２２４８．７） ４６
長 野 県 １２．２ ７８８．０） １９７５．８） ２０

岐 阜 県 １６．２ １６７９．５ ２１３１．６ ３８
静 岡 県 １６．８ ２３０５．５ ２１１４．４） ４９
愛 知 県 １６．２ １７３５．５ ２１６２．３ ２４
三 重 県 １６．４ １６００．０ ２０８６．４） ３０
滋 賀 県 １５．１ １４７４．５ １９１４．５ ３３

京 都 府 １６．２ １３６８．５ １７７５．９） １１
大 阪 府 １７．２ １１６３．５ ２００９．４） ２１
兵 庫 県 １７．０ １０２６．５ １９８０．０） ２１
奈 良 県 １５．１ １３１９．５ １８０９．０） ２７
和 歌 山 県 １６．８ １４１４．０ ２０７５．７） ２４

鳥 取 県 １５．１ １９２５．５ １７５５．４ １５
島 根 県 １５．３ １５６７．５ １７８４．２） １３
岡 山 県 １６．５ ８１３．０ ２００６．８） ３６
広 島 県 １６．５ １１３８．５ ２０６４．６） ３２
山 口 県 １５．７ １３８７．５ １９８０．６ ３５

徳 島 県 １６．７ １３３７．０ ２０７５．５ ２５
香 川 県 １６．７ ８５６．５ ２０７６．９ ２５
愛 媛 県 １６．７ １１５０．０ ２０３５．１ ２８
高 知 県 １７．１ ２５００．０ ２１８８．６） ４５
福 岡 県 １７．２ １３４４．０ ２００１．５） ３６

佐 賀 県 １６．７ １７１０．５ ２０５２．７ ４９
長 崎 県 １７．３ １５６０．５ １９８９．６ ４１
熊 本 県 １７．１ １８２５．５ ２０７６．０） ３０
大 分 県 １６．８ １４５８．０ ２０５０．２） ４０
宮 崎 県 １７．９ ２５９４．０ ２１０５．２ ４９

鹿 児 島 県 １８．８ ２６６７．０ １９６８．９） ２７
沖 縄 県 ２３．０ ２６１３．０ １６０４．５） １２

埼玉県の順位 ２７ ３５ ５ １
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昭和25年　平年月平均最高気温�
昭和25年　平年月平均最低気温�
平成12年　月平均最高気温�
平成12年　月平均最低気温�

月平均最高・最低気温

資料：「埼玉県統計年鑑」県統計課、「埼玉県の気象概況」熊谷地方気象台

概要
埼玉県の気候は、夏の厳しい蒸し暑さと
冬の乾燥した「カラッ風」と呼ばれる北西
季節風が特徴的な内陸性の太平洋側気候で
す。
「埼玉県の気象概況」によると平成１２年
の熊谷地方気象台観測の年平均気温は平年
値よりも１．３℃高い１５．５℃、最高気温は９
月２日の３９．７℃、最低気温は２月２７日の
－４℃でした。平成１２年の月平均最高・最
低気温を昭和２５年の平年の月平均最高・最
低気温と比べてみると、平成１２年の月平均
最高・最低気温が昭和２５年の平年の月平均
最高・最低気温のほとんどを上回っています。
また、平成１２年の降水量は１３２４．０㎜で、

月最多降水量は７月の３３６．０㎜、月最小降
水量は２月と１２月の０．０㎜でした。
「気象庁年報」によると、平成１２年の熊
谷地方気象台観測の日照時間は前年より
１７．４時間増えて２１４４．９時間となりました。
また、快晴日数は昨年より１３日減って５４日
となりましたが、昨年に引き続き全国第１
位でした。

年平均値
月平均値の平均。月平均値は日平均値の

平均であり、日平均値は毎日２４回の観測値
の平均。

平年値
平均的な気候状態を表すときの用語で、

気象庁では３０年間の平均値を用い、１０年ご
とに更新している。平成１２年（２０００年）の
平年値は１９６１年～１９９０年の３０年の平均値。

快晴日
１日３回（９、１５、２１時）観測した雲量

（雲におおわれた部分の全天空に対する見
かけ上の割合を１０分比で表したもの）の平
均が１．５未満の日。

表中の数字の右の「）」
推定された観測値、または欠測。

※表中の各都道府県値は原則として都道府
県庁所在地の観測地点によったが、埼玉県
は熊谷市、滋賀県は彦根市の値とした。

資料出所 調査時点又は期間 調査周期

＊１～４「気象庁年報」気象庁 平成１２年 毎年

! 自然と人口
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３自然災害
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

震度観測回数
（震度１以上）
（回）

自然災害
り災世帯
（世帯）

自然災害
り災者数
（人）

自然災害
被害総額
（千円）

全 国 … ３０９５７ ８５４６３ ６０４９０９１０４

北 海 道 ３ － － ４７５６８４９０
青 森 県 １４ １０５ ２５２ ３５０８７２９
岩 手 県 ３６ ５５ １４０ ８２９９４２１
宮 城 県 ２１ ６ １３ ３６０４７２２
秋 田 県 ５ ２ ４ ４２９９３２１

山 形 県 ４ ２ ２ ３３１９３１３
福 島 県 ３０ － － ７４４０８２９
茨 城 県 ８０ ２６ ８１ ２５９６０７３
栃 木 県 ２０ １７ ３１ ２１６６０００
群 馬 県 ５ ２１ ６４ １１５６９４８３

埼 玉 県 １７ １０７３ ２８２１ ８２０４７２
千 葉 県 ３４ １１８ ３６７ ６２３１５７１
東 京 都 ２７ ８９ ２２１ ２５４７４６８４
神 奈 川 県 ２０２ ３９ ７６ ５３４５２
新 潟 県 ５ ５６ １７５ ２３０９５３０９

富 山 県 ７ １ ３ １６９４４６３
石 川 県 ７ － － ３５６５２０７
福 井 県 １３ － － ８１４８２６
山 梨 県 １９ １４０ ３４８ ７５５０８７０
長 野 県 ９ ６６ １５０ ２２７７５１７４

岐 阜 県 ９ １３２ ４２９ ３０９５１３３６
静 岡 県 ３０ １８ ５２ ８７２７１６３
愛 知 県 １１ ２４５５６ ６７０４５ ２２４９７７９９６
三 重 県 １１ ３２７ ８６４ ３２１０２９６
滋 賀 県 １７ － － １４０３３４

京 都 府 １７ ２ ７ ９６８０８４
大 阪 府 ５ １００ １４５ ８７１６
兵 庫 県 １０ ４１ １１７ ２０３８３０２
奈 良 県 ２０ ２５０ ７２５ ２５８４１７１
和 歌 山 県 ２１ － － ５１１９６６０

鳥 取 県 １５ ２７１０ ８２７０ ４７６３７７６５
島 根 県 ６２ ５００ １９３４ １３９３９１５８
岡 山 県 １４ ３９ １１９ ２１２９９８７
広 島 県 １２ ２ ８ １７４０４１４
山 口 県 ５ １１７ ２９５ １１０００８３

徳 島 県 １８ ３ ４ ４７６２７３０
香 川 県 １４ － － １９７８０１
愛 媛 県 １２ － － １２２５３４６
高 知 県 １３ － － １１６１７１８４
福 岡 県 ４ １ ２ ２２２６１５０

佐 賀 県 ５ － － ７５９１４０
長 崎 県 ５ ３５ － ４２３０９７７
熊 本 県 ２８ ７ ２６ ９６５０９６１
大 分 県 １２ － － ４９５２０８４
宮 崎 県 １９ ３ ４ ６３１１９６１

鹿 児 島 県 １４ ２７２ ５９５ ２４６９４３３３
沖 縄 県 １ ２６ ７４ ２５５８５６３

埼玉県の順位 １７ ３ ３ ４１
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資料：「消防白書」消防庁

概要
「地震・火山月報」によると、平成１２年
の埼玉県熊谷市の観測点で震度１以上の地
震を観測した回数は１７回で、全国第１７位で
した。その内訳は震度１が１２回、震度２が
４回、震度３が１回でした。なお、全国で
震度１以上を観測した回数の最も多い観測
点は東京都神津島村にあり、６，８８９回でし
た。また、平成１２年に観測された全国で最
も強い震度は震度６弱で、神津島村（１回）、
新島村（２回）、三宅村（１回）で観測され
たものでした。
「消防白書」によると、平成１２年は昭和
６１年以来１４年ぶりに台風の上陸はなかった
ものの（台風の発生数２３個）、接近した台
風の影響を受けて前線の活動が活発化し、
各地に被害をもたらしました。埼玉県の自
然災害によるり災世帯数はその前年より
３２１世帯増加して１，０７３世帯となりました。
り災者数も５６５人増加して２，８２１人となりま
した。り災世帯数、り災者数ともに全国第
３位でした。
一方、被害総額はその前年より６２億円減

少し８億円となり、全国第４１位でした。そ

の被害の内訳では、負傷者（軽傷）３人、
建物被害のうち床上浸水が１，０３２戸、床下
浸水が３，１８８戸、田の冠水４１２．６６ha、畑の
流出・埋没０．２６ha、畑の冠水３１．７ha、道
路１，３０８か所、橋りょう１か所、河川１０か
所、崖崩れ１か所、鉄道不通１か所でした。

表＊２～４の自然災害
暴風、豪雨、洪水、高潮、地震、津波、

火山噴火、その他異常な事前現象により生じた被害。

※表＊１の各都道府県値は原則として都道
府県庁所在地の観測地点によったが、埼玉
県は熊谷市、滋賀県は彦根市の値とした。

資料出所 調査時点又は期間 調査周期

＊１「地震・火山月報」気象庁
＊２～４「消防白書」消防庁

平成１２年
平成１２年

毎年
毎年

! 自然と人口
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４面積
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

総面積
（!）

可住地面積割合
（％）

総面積による
人口密度

（１!当たり）

人口集中地区
面積比率
（％）

全 国 ３７７８７３．０６ ３２．３ ３４０．４ ３．３０

北 海 道 ８３４５３．０４ ２７．７ ７２．５ ０．９６
青 森 県 ９６０６．３３ ３２．９ １５３．６ １．６２
岩 手 県 １５２７８．４０ ２４．０ ９２．７ ０．５６
宮 城 県 ７２８５．０７ ４２．４ ３２４．７ ３．１８
秋 田 県 １１６１２．１１ ２７．１ １０２．４ ０．７５

山 形 県 ９３２３．３４ ３０．７ １３３．４ １．２１
福 島 県 １３７８２．４８ ２９．９ １５４．３ １．２７
茨 城 県 ６０９５．５８ ６４．２ ４８９．８ ３．８０
栃 木 県 ６４０８．２８ ４５．０ ３１２．８ ２．７８
群 馬 県 ６３６３．１６ ３５．５ ３１８．２ ３．０６

埼 玉 県 ３７９７．３０ ６６．９ １８２７．１ １７．６３
千 葉 県 ５１５６．１９ ６６．９ １１４９．４ １１．９５
東 京 都 ２１８６．９０ ６３．１ ５５１６．５ ４８．７９
神 奈 川 県 ２４１５．４１ ５９．５ ３５１４．９ ３８．７７
新 潟 県 １２５８２．３７ ３６．３ １９６．８ １．７９

富 山 県 ４２４７．２２ ４３．５ ２６３．９ ２．４９
石 川 県 ４１８５．２２ ３３．１ ２８２．２ ２．４６
福 井 県 ４１８８．７５ ２５．２ １９７．９ １．７４
山 梨 県 ４４６５．３７ ２１．１ １９８．９ １．４１
長 野 県 １３５８５．２２ ２４．２ １６３．１ １．２８

岐 阜 県 １０５９８．１８ １９．６ １９８．９ １．６９
静 岡 県 ７７７９．４６ ３４．８ ４８４．３ ５．２７
愛 知 県 ５１５５．８４ ５６．５ １３６６．１ １７．１８
三 重 県 ５７７６．４０ ３４．４ ３２１．５ ３．０６
滋 賀 県 ４０１７．３６ ３２．１ ３３４．３ ２．４２

京 都 府 ４６１２．９４ ２４．５ ５７３．３ ５．５３
大 阪 府 １８９２．８６ ６８．６ ４６５１．７ ４７．４４
兵 庫 県 ８３９２．０３ ３１．９ ６６１．４ ６．６５
奈 良 県 ３６９１．０９ ２２．６ ３９０．９ ３．７１
和 歌 山 県 ４７２５．５５ ２３．１ ２２６．４ １．９１

鳥 取 県 ３５０７．１７ ２５．２ １７４．９ １．２８
島 根 県 ６７０７．２９ １９．３ １１３．５ ０．６６
岡 山 県 ７１１２．１３ ３０．９ ２７４．３ ２．７７
広 島 県 ８４７６．９５ ２６．１ ３３９．６ ３．５９
山 口 県 ６１１０．４５ ２７．９ ２５０．１ ３．３９

徳 島 県 ４１４５．１０ ２４．２ １９８．８ １．３４
香 川 県 １８７５．８８ ５２．４ ５４５．３ ４．１５
愛 媛 県 ５６７６．２２ ２９．３ ２６３．０ ２．６５
高 知 県 ７１０４．６６ １６．３ １１４．６ ０．８１
福 岡 県 ４９７１．０１ ５５．０ １００９．０ １１．２１

佐 賀 県 ２４３９．２３ ５５．５ ３５９．４ ２．１３
長 崎 県 ４０９２．４４ ４０．１ ３７０．６ ２．９３
熊 本 県 ７４０３．６８ ３６．０ ２５１．１ １．９４
大 分 県 ６３３７．９７ ２７．９ １９２．７ １．７９
宮 崎 県 ７７３４．４０ ２３．６ １５１．３ １．４４

鹿 児 島 県 ９１８６．７１ ３５．９ １９４．４ １．４０
沖 縄 県 ２２７１．３０ ４９．２ ５８０．４ ５．３４

埼玉県の順位 ３９ ２ ４ ４
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利用形態別土地利用（各年１０月１日現在）

資料：「さいたまの土地」県土地政策課

概要
「国勢調査」に用いられた平成１２年１０月
１日現在の埼玉県の面積は３，７９７!（東西
約１０３㎞、南北約５２㎞）で国土の約１％に
当たり、４７都道府県中３９番目の広さです。
総面積に対する人口密度は１!当たり

１，８２７．１人で全国第４位となり、人口集中
地区は県内の全ての市と１８の町に指定され
ています。
県土全面積の約３分の２を平地が占めて
おり、「社会生活統計指標」によると可住
地面積割合は全体の６６．９％で全国第２位と
なっています。
「さいたまの土地」によると、平成１１年
の県土の利用形態比率は農林地（農用地と
森林）が５６％、宅地が１８％ですが、東京都
に隣接しているという地理的な条件等から、
県全体としては人口の増加による宅地の増
加と農林地の減少が進んでいます。

総面積
国土交通省国土地理院「平成１２年全国都
道府県市区町村別面積調」を基礎としてい
るが、一部境界未定のため、総務省統計局

において推定した。

*３の人口密度の算出には、国勢調査令（昭和55年政令98

号）の規定に基づき北方地域及び竹島を除外している。

可住地面積割合
（可住地面積÷総面積）×１００
なお、可住地面積とは総面積から林野面

積と主要湖沼面積（面積が１!以上の湖沼
で人造湖以外のもの）を差し引いたもの。

人口集中地区
各市区町村を細分化した基本単位区（学

校区、町丁・字などで設定した地域単位）
ごとに集計した人口などが、次の（１）（２）
の条件に両方とも当てはまる都市的地域。
（１）市区町村の境域内で人口密度の高い基
本単位区（原則として人口密度が１平方
キロメートル当たり４，０００人以上）が隣
接していること。

（２）その基本単位区の人口が、５，０００人以
上となること

資料出所 調査時点又は期間 調査周期

＊１３４「国勢調査」総務省統計局
＊２「社会生活統計指標」総務省統計局

平成１２年１０月１日
平成１１年１０月１日

５年
毎年
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５人口（１）
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

人口総数
（人）

男
（人）

女
（人）

外国人人口
（人）

全 国 １２６９２５８４３ ６２１１０７６４ ６４８１５０７９ １３１０５４５

北 海 道 ５６８３０６２ ２７１９３８９ ２９６３６７３ １２４４６
青 森 県 １４７５７２８ ７０２５７３ ７７３１５５ ３０３６
岩 手 県 １４１６１８０ ６８１２３８ ７３４９４２ ３８４０
宮 城 県 ２３６５３２０ １１５８６２２ １２０６６９８ １０４０１
秋 田 県 １１８９２７９ ５６４５５６ ６２４７２３ ３０７０

山 形 県 １２４４１４７ ６０１３７２ ６４２７７５ ５０１４
福 島 県 ２１２６９３５ １０３７７８７ １０８９１４８ ８８３３
茨 城 県 ２９８５６７６ １４８８３４０ １４９７３３６ ３０８４８
栃 木 県 ２００４８１７ ９９５８５９ １００８９５８ ２１０８２
群 馬 県 ２０２４８５２ ９９９３４９ １０２５５０３ ２８５３９

埼 玉 県 ６９３８００６ ３５００２２４ ３４３７７８２ ６２４１１
千 葉 県 ５９２６２８５ ２９７６９８４ ２９４９３０１ ５７５８５
東 京 都 １２０６４１０１ ６０２８５６２ ６０３５５３９ ２１２９７５
神 奈 川 県 ８４８９９７４ ４３０８７８６ ４１８１１８８ ９９２５１
新 潟 県 ２４７５７３３ １２０２００４ １２７３７２９ ９３４９

富 山 県 １１２０８５１ ５４０２１２ ５８０６３９ ７０６１
石 川 県 １１８０９７７ ５７２２４４ ６０８７３３ ６３２１
福 井 県 ８２８９４４ ４０２３６７ ４２６５７７ ９８６１
山 梨 県 ８８８１７２ ４３６８３７ ４５１３３５ １１００１
長 野 県 ２２１５１６８ １０８０９８６ １１３４１８２ ３３２７８

岐 阜 県 ２１０７７００ １０２２１８６ １０８５５１４ ２６５９９
静 岡 県 ３７６７３９３ １８５７０３１ １９１０３６２ ５２３９３
愛 知 県 ７０４３３００ ３５２５６９８ ３５１７６０２ １１０２９８
三 重 県 １８５７３３９ ９０１３８０ ９５５９５９ ２３９２２
滋 賀 県 １３４２８３２ ６６３４３２ ６７９４００ １８７８４

京 都 府 ２６４４３９１ １２７８１４２ １３６６２４９ ４５０９４
大 阪 府 ８８０５０８１ ４３０４０５９ ４５０１０２２ １７０８７７
兵 庫 県 ５５５０５７４ ２６７４６２５ ２８７５９４９ ８２８６１
奈 良 県 １４４２７９５ ６９１０９８ ７５１６９７ ８４４３
和 歌 山 県 １０６９９１２ ５０６８８２ ５６３０３０ ４８０７

鳥 取 県 ６１３２８９ ２９３４０３ ３１９８８６ ３０６１
島 根 県 ７６１５０３ ３６３９９４ ３９７５０９ ４４２９
岡 山 県 １９５０８２８ ９３６０４４ １０１４７８４ １２５５５
広 島 県 ２８７８９１５ １３９２４９６ １４８６４１９ ２３１１３
山 口 県 １５２７９６４ ７２２６８３ ８０５２８１ １２６７０

徳 島 県 ８２４１０８ ３９１７１８ ４３２３９０ ２７３７
香 川 県 １０２２８９０ ４９１７６１ ５３１１２９ ４９１４
愛 媛 県 １４９３０９２ ７０４２８９ ７８８８０３ ４５４０
高 知 県 ８１３９４９ ３８３８５９ ４３００９０ ２４２９
福 岡 県 ５０１５６９９ ２３８８８２４ ２６２６８７５ ３０７０２

佐 賀 県 ８７６６５４ ４１４３７７ ４６２２７７ ２５８６
長 崎 県 １５１６５２３ ７１２３４６ ８０４１７７ ４６５６
熊 本 県 １８５９３４４ ８７８１４５ ９８１１９９ ４４０９
大 分 県 １２２１１４０ ５７５９８５ ６４５１５５ ４６９９
宮 崎 県 １１７０００７ ５５２１６０ ６１７８４７ ２４５１

鹿 児 島 県 １７８６１９４ ８３７９７９ ９４８２１５ ３６２５
沖 縄 県 １３１８２２０ ６４７８７７ ６７０３４３ ６６８９

埼玉県の順位 ５ ５ ５ ６
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資料：「国勢調査」総務省統計局 注）昭和２０年は１１月１日で行われた人口調査による人口

概要
「国勢調査」による平成１２年１０月１日現
在の埼玉県の人口は、前回調査（平成７年）
より１７８，６９５人（２．６％）増加し、６，９３８，００６
人で前回調査時に引き続き全国第５位と
なっています。
人口は、第１回国勢調査（大正９年）以
来、現在に至るまで一貫して増加を続けて
いますが、増加率では昭和４５年をピークに
低下傾向にあり、平成１２年は過去最低とな
りました。
また、人口性比（女子１００人に対する男

子の数）は１０１．８となっており、男子の人
口は女子の人口を６２，４４２人上回っています。
男性が女性より多いのは、神奈川、埼玉、
千葉、愛知の４県となっています。
県内に在住する外国人は、６２，４１１人で、

前回に比べて１０，２８９人、１９．７％増加してい
ます。この結果、埼玉県の総人口に占める
外国人の割合は０．９％となり、前回と比べ
て０．２ポイント上昇しています。

人口
国勢調査における人口は、調査日現在、

日本国内に常住している全ての人を、常住
している場所で調査した結果（常住人口）
である。
常住しているかどうかは、１０月１日現在、

（１）既に３か月以上住んでいる
（２）まだ、３か月に満たないが、１０月１日
の前後を通じて３か月以上にわたって住
むことになっている

かどうかで判断し、どちらの要件も当ては
まる住居のない人は、調査時に居た場所に
「常住している」とみなしている。
本邦内に常住している人は、国籍に関係

なく調査の対象になるため、（１）、（２）に
該当する外国人も調査の対象となる。ただ
し、国際的な慣行により、「外国の外交団
や外国の軍人」などは、調査の対象から除
くこととなっている。
このほか、ふだん住んでいる住居を陸上

に持たない人などについても、一定の基準
のもとに調査を行っている。

資料出所 調査時点又は期間 調査周期

＊１～４「国勢調査」総務省統計局 平成１２年１０月１日 ５年

! 自然と人口
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６人口（２）
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

年少人口
（人）

生産年齢人口
（人）

老年人口
（人）

生産年齢人口
構成比
（％）

全 国 １８４７２４９９ ８６２１９６３１ ２２００５１５２ ６７．９

北 海 道 ７９２３５２ ３８３２９０２ １０３１５５２ ６７．４
青 森 県 ２２３１４１ ９６４６６１ ２８７０９９ ６５．４
岩 手 県 ２１２４７０ ８９９１７７ ３０３９８８ ６３．５
宮 城 県 ３５３５１６ １６０１８２６ ４０９１５６ ６７．７
秋 田 県 １６３０９５ ７４６２５２ ２７９７６４ ６２．７

山 形 県 １８６１８２ ７７２１００ ２８５５９０ ６２．１
福 島 県 ３４１０３８ １３５３５００ ４３１７９７ ６３．６
茨 城 県 ４５８５０１ ２０３０３６０ ４９５６９３ ６８．０
栃 木 県 ３０６９０５ １３５２３１１ ３４４５０６ ６７．５
群 馬 県 ３０６８９５ １３４６４４１ ３６７１１７ ６６．５

埼 玉 県 １０２４７８７ ５０１１２０２ ８８９２４３ ７２．２
千 葉 県 ８４２５３４ ４２３５９２５ ８３７０１７ ７１．５
東 京 都 １４２０９１９ ８６８５８７８ １９１０４５６ ７２．０
神 奈 川 県 １１８４２３１ ６１２１４７０ １１６９５２８ ７２．１
新 潟 県 ３６５６６７ １５８１１８６ ５２６１１２ ６３．９

富 山 県 １５７１７９ ７３０５４１ ２３２７３３ ６５．２
石 川 県 １７５５６９ ７８１１３７ ２１９６６６ ６６．１
福 井 県 １３０１４３ ５２９０１７ １６９４８９ ６３．８
山 梨 県 １３７５９４ ５７６７６７ １７３５８０ ６４．９
長 野 県 ３３４３０６ １４０４５７５ ４７５１２７ ６３．４

岐 阜 県 ３２２７６９ １４０１０６４ ３８３１６８ ６６．５
静 岡 県 ５６８９８６ ２５３２２５６ ６６５５７４ ６７．２
愛 知 県 １０８１２８０ ４９１４８５７ １０１９９９９ ６９．８
三 重 県 ２８３０８１ １２２２５９４ ３５０９５９ ６５．８
滋 賀 県 ２２００７２ ９０６６２９ ２１５５５２ ６７．５

京 都 府 ３６０５３１ １８１０２３３ ４５９２７３ ６８．５
大 阪 府 １２４９９５５ ６２２４１８６ １３１５２１３ ７０．７
兵 庫 県 ８３０１１２ ３７７６４８３ ９３９９５０ ６８．０
奈 良 県 ２１３８２２ ９８７４３５ ２３９４３２ ６８．４
和 歌 山 県 １５９４９６ ６８３８０５ ２２６３２３ ６３．９

鳥 取 県 ９３５８４ ３８３９２１ １３４９８４ ６２．６
島 根 県 １１１９８２ ４６０１０３ １８９０３１ ６０．４
岡 山 県 ２９１３４６ １２６５１２２ ３９３６５８ ６４．９
広 島 県 ４２８０３５ １９１６７９６ ５３１５３７ ６６．６
山 口 県 ２１３５７８ ９７４１３１ ３３９８３６ ６３．８

徳 島 県 １１７２１７ ５２５７２４ １８０６３７ ６３．８
香 川 県 １４８２１５ ６５９８８１ ２１４２４２ ６４．５
愛 媛 県 ２１９３４０ ９５３１８９ ３２００７８ ６３．８
高 知 県 １１１７４０ ５０９０５０ １９１７２９ ６２．５
福 岡 県 ７４２７４０ ３３９３０８０ ８７０２９０ ６７．６

佐 賀 県 １４４０２８ ５５３３５１ １７９１３２ ６３．１
長 崎 県 ２４３０４６ ９５６６９２ ３１５８７１ ６３．１
熊 本 県 ２８８６５４ １１７３７９０ ３９６０２０ ６３．１
大 分 県 １７９４３９ ７７４４０３ ２６５９０１ ６３．４
宮 崎 県 １８７４３１ ７４０４０１ ２４１７５４ ６３．３

鹿 児 島 県 ２８０７１７ １１０１４０１ ４０３２３９ ６１．７
沖 縄 県 ２６４２７９ ８６１８２６ １８２５５７ ６５．４

埼玉県の順位 ５ ４ ７ １
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資料：「国勢調査」総務省統計局

概要
「国勢調査」による平成１２年１０月１日現
在の埼玉県の人口を年齢で３区分すると、
年少人口は１，０２４，７８７人（総人口の１４．８％）、
生産年齢人口は５，０１１，２０２人（同７２．２％）、
老年人口は８８９，２４３人（同１２．８％）となっ
ています。
年少人口は、前回調査に比べ６５，６０８人の
減少となってます。年少人口の総人口に占
める割合は、昭和５０年には第２次ベビー
ブームの下で一度上昇に転じましたが、昭
和５５年から再び低下し始め今回の調査では
１４．８％と調査開始以来最も低くなっていま
す。
生産年齢人口は、前回調査に比べ３４，２５７

人の増加となっています。生産年齢人口の
総人口に占める割合は、昭和３０～６０年は
６０％台で推移し、平成２年に７０％台となり
今回の調査でも前回調査と比べると減少し
たものの７２．２％となっています。この割合
は前回調査より２つ順位が上がり全国第１
位となりました。
老年人口は、前回調査に比べ２０８，０７１人

増と、調査開始以来最も増加しています。

また、総人口に占める割合も前回調査より
２．７ポイント上昇して１２．８％となっており、
高齢化が進行していますが、この割合は全
国最下位でした。

年齢
平成１２年９月３０日現在による満年齢であ
る。なお、平成１２年１０月１日午前０時に生
まれた人は０歳とした。

年少人口
１５歳未満の人口

生産年齢人口
１５～６４歳の人口

老年人口
６５歳以上の人口

生産年齢人口割合
生産年齢人口÷総人口×１００

資料出所 調査時点又は期間 調査周期

＊１～４「国勢調査」総務省統計局 平成１２年１０月１日 ５年

! 自然と人口
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７年齢
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

平均年齢
（歳）

１００歳以上人口
（人）

平均寿命（男）
（歳）

平均寿命（女）
（歳）

全 国 ４１．４ １２２５６ ７６．７０ ８３．２２

北 海 道 ４２．２ ５２０ ７６．５６ ８３．４１
青 森 県 ４２．４ ９５ ７４．７１ ８２．５１
岩 手 県 ４３．３ １３３ ７６．３５ ８３．４１
宮 城 県 ４０．８ １６１ ７７．００ ８３．３２
秋 田 県 ４４．８ １１２ ７５．９２ ８３．１２

山 形 県 ４３．９ １１３ ７６．９９ ８３．２３
福 島 県 ４２．２ １６７ ７６．４７ ８２．９３
茨 城 県 ４１．０ １５８ ７６．３２ ８２．８７
栃 木 県 ４１．２ １４８ ７６．１２ ８２．７６
群 馬 県 ４１．８ １７６ ７６．９８ ８３．１２

埼 玉 県 ３９．６ ３２０ ７６．９５ ８２．９２
千 葉 県 ４０．３ ３３６ ７６．８９ ８３．１９
東 京 都 ４１．２ １１４１ ７６．９１ ８３．１２
神 奈 川 県 ３９．９ ５５３ ７７．２０ ８３．３５
新 潟 県 ４３．３ ２５１ ７６．９８ ８３．６６

富 山 県 ４３．５ １２２ ７７．１６ ８３．８６
石 川 県 ４１．９ １００ ７７．１６ ８３．５４
福 井 県 ４２．５ １０６ ７７．５１ ８３．６３
山 梨 県 ４２．０ １０２ ７６．８２ ８３．６７
長 野 県 ４３．２ ２６０ ７８．０８ ８３．８９

岐 阜 県 ４１．７ １７２ ７７．１７ ８３．００
静 岡 県 ４１．７ ４１７ ７７．２２ ８３．７０
愛 知 県 ３９．８ ３８６ ７６．９０ ８２．８０
三 重 県 ４２．１ １５７ ７６．７６ ８３．０２
滋 賀 県 ３９．９ ９２ ７７．１３ ８３．２０

京 都 府 ４１．５ ２８８ ７７．１４ ８３．４４
大 阪 府 ４０．６ ５４４ ７５．９０ ８２．５２
兵 庫 県 ４１．２ ４９１ ７５．５４ ８１．８３
奈 良 県 ４１．２ １１２ ７７．１４ ８２．９６
和 歌 山 県 ４３．４ １３１ ７６．０７ ８２．７１

鳥 取 県 ４３．３ ９４ ７６．０９ ８３．５９
島 根 県 ４４．９ ２２１ ７６．９０ ８４．０３
岡 山 県 ４２．５ ２８６ ７７．０３ ８３．８１
広 島 県 ４２．０ ４２３ ７６．７７ ８３．６６
山 口 県 ４４．２ ２５２ ７６．３６ ８３．５７

徳 島 県 ４３．７ １１９ ７６．２１ ８３．１７
香 川 県 ４３．２ １２８ ７７．１２ ８３．４７
愛 媛 県 ４３．５ ２４７ ７６．４３ ８３．２８
高 知 県 ４４．７ ２３３ ７６．１８ ８３．５７
福 岡 県 ４１．１ ６０３ ７６．１２ ８３．４４

佐 賀 県 ４２．１ １４１ ７６．２６ ８３．４３
長 崎 県 ４２．７ ２２２ ７６．１５ ８３．２３
熊 本 県 ４２．８ ３８８ ７７．３１ ８４．３９
大 分 県 ４３．６ １５８ ７６．８３ ８３．６１
宮 崎 県 ４２．６ １７０ ７６．５３ ８３．６６

鹿 児 島 県 ４３．２ ３３６ ７６．１３ ８３．３６
沖 縄 県 ３７．５ ３７１ ７７．２２ ８５．０８

埼玉県の順位 ４６ １４ １９ ４０

! 自然と人口
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人口ピラミッド（平成１２年１０月１日現在）

資料：「国勢調査」総務省統計局

概要
「国勢調査」による平成１２年１０月１日現
在の埼玉県の平均年齢は３９．６歳となり、前
回調査と比較して２．２歳上昇しました。し
かし、これは全国平均の４１．４歳を１．８歳下
回っており、前回に引き続き第４６位（最下
位・沖縄県３７．５歳）と全国で２番目に低い
順位となっています。
人口を年齢毎に積み上げた人口ピラミッ
ドは「ひょうたん型」を示しており、第２
次ベビーブーム期以降その裾が次第に狭
まってきています。
１００歳以上人口は３２０人で、その男女別内
訳は男性５１人、女性２６９人と女性が８４％を
占めています。
「都道府県別生命表」によると、平成７
年の国勢調査をもとに算出した埼玉県の平
均寿命は男性が７６．９５歳、女性８２．９２歳で、
平成２年の平均寿命と較べて男性で０．７４歳、
女性で１．２３歳上昇しています。また、全国
平均と比較してみると、男性は０．２５歳上回
り全国第１９位、女性は０．３歳下回り全国第
４０位となっています。

平均年齢
年齢（各歳）×各歳別人口÷総人口＋０．５

生命表
一定期間におけるある人口集団の死亡状

況を平均余命などによって表現したもの。
生命表は５年ごとに作成されるが、平成

７年都道府県別生命表は平成６年～８年人
口動態確定数（厚生省）による日本人死亡
数及び出生数、平成７年国勢調査による確
定日本人人口を基礎資料としている。

平均寿命
０歳の平均余命（χ 歳に達したものがそ

の後生存する年数の平均）

資料出所 調査時点又は期間 調査周期

＊１２「国勢調査」総務省統計局
＊３４「都道府県別生命表」厚生省

平成１２年１０月１日
平成７年１０月１日

５年
５年

! 自然と人口
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８世帯
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

一般世帯数
（世帯）

一般世帯１世帯
当たり人員
（人）

一般世帯・
世帯人員

１人世帯割合
（％）

核家族世帯割合
（％）

全 国 ４６７８２３８３ ２．６７ ２７．６ ５８．４

北 海 道 ２２７７９６８ ２．４２ ３０．０ ６０．５
青 森 県 ５０４３７３ ２．８６ ２４．１ ５４．２
岩 手 県 ４７４６６０ ２．９２ ２４．５ ５０．９
宮 城 県 ８３１６６９ ２．８０ ２８．６ ５２．０
秋 田 県 ３８８４２４ ３．００ ２１．２ ５０．５

山 形 県 ３７６２１９ ３．２５ ２０．０ ４５．８
福 島 県 ６８６２２５ ３．０５ ２２．６ ５２．１
茨 城 県 ９８３８１７ ２．９９ ２１．４ ５８．３
栃 木 県 ６６５９３４ ２．９７ ２２．４ ５６．５
群 馬 県 ６９０９７２ ２．８８ ２１．８ ６０．１

埼 玉 県 ２４７０４８７ ２．７８ ２３．１ ６５．５
千 葉 県 ２１６４１１７ ２．７０ ２５．５ ６２．５
東 京 都 ５３７１０５７ ２．２１ ４０．９ ５２．２
神 奈 川 県 ３３１８３３２ ２．５３ ２９．５ ６２．０
新 潟 県 ７９１８８０ ３．０７ ２１．７ ５１．１

富 山 県 ３５６３６１ ３．０９ １９．９ ５２．３
石 川 県 ４０６６１８ ２．８３ ２６．０ ５３．２
福 井 県 ２５８３２８ ３．１４ ２０．９ ５０．７
山 梨 県 ３０７９１６ ２．８４ ２４．２ ５７．４
長 野 県 ７５５８４０ ２．８９ ２３．１ ５５．２

岐 阜 県 ６７８０３６ ３．０７ １９．７ ５６．７
静 岡 県 １２７８６６８ ２．９１ ２２．９ ５６．９
愛 知 県 ２５２２８２４ ２．７５ ２６．２ ５９．８
三 重 県 ６３５３８２ ２．８８ ２１．７ ５９．４
滋 賀 県 ４３９３７０ ３．０２ ２２．２ ５７．５

京 都 府 １０１５４６８ ２．５５ ３０．９ ５７．６
大 阪 府 ３４５４８４０ ２．５１ ２９．８ ６１．９
兵 庫 県 ２０３５０９７ ２．６９ ２４．９ ６３．２
奈 良 県 ４８４９５４ ２．９３ １９．１ ６４．９
和 歌 山 県 ３７９７５３ ２．７７ ２２．０ ６２．０

鳥 取 県 １９９９８８ ３．００ ２２．７ ５１．８
島 根 県 ２５６５０８ ２．９０ ２４．０ ５１．０
岡 山 県 ６８９７３３ ２．７７ ２５．０ ５７．４
広 島 県 １０９５９０５ ２．５７ ２８．０ ５９．９
山 口 県 ５８２４３７ ２．５６ ２６．８ ５９．８

徳 島 県 ２８７８９７ ２．７８ ２４．４ ５５．７
香 川 県 ３６３９５５ ２．７５ ２３．８ ５８．５
愛 媛 県 ５６４９５９ ２．５９ ２６．３ ６０．３
高 知 県 ３１９２９８ ２．４７ ２９．８ ５７．７
福 岡 県 １９０６８６２ ２．５７ ３０．２ ５７．９

佐 賀 県 ２７７６０６ ３．０８ ２１．０ ５５．１
長 崎 県 ５４２９８５ ２．７１ ２５．３ ５９．９
熊 本 県 ６４４９６３ ２．８１ ２５．０ ５６．２
大 分 県 ４５１６９７ ２．６４ ２６．４ ５８．０
宮 崎 県 ４３７４９３ ２．６１ ２５．７ ６２．２

鹿 児 島 県 ７１４４１３ ２．４３ ３０．１ ６２．４
沖 縄 県 ４４００９５ ２．９１ ２４．３ ６４．５

埼玉県の順位 ５ ２６ ２９ １
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世帯人員別世帯数（各年１０月１日現在）

資料：「国勢調査」総務省統計局

概要
「国勢調査」による平成１２年１０月１日現
在の県の総世帯数は２，４８２，３７４世帯で、そ
のうち一般世帯数が２，４７０，４８７世帯、施設
等の世帯が２，２８４世帯となっています。一
般世帯数は前回調査と比較して、１９１，７５１
世帯増加し、前回に引き続き全国第５位と
なりました。
一般世帯の世帯人員別世帯数では、世帯
人員１人から３人の世帯が増え、４人以上
の世帯が減少しました。その結果、県では
世帯人員が２人の世帯が最も多くなり（前
回調査時は４人世帯が最多）、その世帯数
は前回の調査と比べて２５％増加と高い伸び
率を示しています。
世帯人員別世帯数の一般世帯総数に対す
る割合では、３・４・５人の世帯が全国平
均を上回り、特に３人と４人の世帯はそれ
ぞれ２１％で、どちらも全国第１位でした。
一般世帯の平均世帯人数は、２．７８人で全

国の平均を上回ったものの、前回よりも
０．１６人少なくなりました。
一般世帯総数の中の核家族世帯の割合は
前回調査時をやや下回りましたが、前回に

引き続き全国第１位となりました。

一般世帯
（１）住居と生計を共にしている人々の集ま
り又は一戸を構えて住んでいる単身者

（２）上記の世帯と住居を共にし、別に生計
を維持している間借りの単身者又は下宿
屋などの下宿している単身者

（３）会社・団体・商店・官公庁などの寄宿
舎、独身寮などに居住している単身者

施設等の世帯
寮・寄宿舎の学生・生徒、病院・療養

所・社会施設・矯正施設の入所者、自衛隊
営舎内居住者、定まった住居を持たない単
身者等

核家族世帯
夫婦のみの世帯、夫婦と子供からなる世

帯、一方の親と子供からなる世帯

資料出所 調査時点又は期間 調査周期

＊１～４「国勢調査」総務省統計局 平成１２年１０月１日 ５年

! 自然と人口
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９転入・転出
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

他都道府県から
の転入者数
（人）

他都道府県への
転出者数
（人）

転入超過数
（△は転出超過）

（人）

社会増加率
（％）

全 国 ２８１３４６４ ２８１３４６４ ０ △０．０２

北 海 道 ６１８４１ ７０７５９ △８９１８ △０．１９
青 森 県 ２６９０５ ２９２３４ △２３２９ △０．１９
岩 手 県 ２４１８６ ２６４０８ △２２２２ △０．２３
宮 城 県 ５６７０５ ５７４３６ △ ７３１ △０．０８
秋 田 県 １６７９７ １９８６５ △３０６８ △０．２５

山 形 県 １８８２２ ２０５５６ △１７３４ △０．２２
福 島 県 ３３４１０ ３６８２２ △３４１２ △０．２３
茨 城 県 ５７６１９ ６１３１８ △３６９９ △０．１３
栃 木 県 ３９４１８ ３９２８３ １３５ △０．０４
群 馬 県 ３３１７９ ３３１２９ ５０ △０．０７

埼 玉 県 １８２８９４ １７８６７２ ４２２２ ０．０４
千 葉 県 １７７８９２ １６８２７６ ９６１６ ０．１６
東 京 都 ４４４１１８ ３８９１９８ ５４９２０ ０．５０
神 奈 川 県 ２５２８５０ ２３３６１３ １９２３７ ０．２７
新 潟 県 ３０５４１ ３５１３５ △４５９４ △０．２２

富 山 県 １７０６５ １８２３３ △１１６８ △０．１９
石 川 県 ２２０６４ ２３２１８ △１１５４ △０．１１
福 井 県 １２０８１ １３２８１ △１２００ △０．１７
山 梨 県 １７７７８ １７５７４ ２０４ △０．０４
長 野 県 ３８５６６ ３８３６８ １９８ ０．０１

岐 阜 県 ３３７６４ ３６９８７ △３２２３ △０．１４
静 岡 県 ６７２５６ ６８８９８ △１６４２ △０．０８
愛 知 県 １１９９９２ １１８３３２ １６６０ △０．０１
三 重 県 ３３５４１ ３４１１９ △ ５７８ △０．０４
滋 賀 県 ３３４２２ ２８５８２ ４８４０ ０．３１

京 都 府 ６４２５０ ６９２５３ △５００３ △０．１７
大 阪 府 １７９１４１ ２０５７９５ △２６６５４ △０．２９
兵 庫 県 １１６９５０ １１４６４０ ２３１０ ０．０６
奈 良 県 ３４９０９ ３７２１４ △２３０５ △０．２４
和 歌 山 県 １５９８５ １８６００ △２６１５ △０．２７

鳥 取 県 １２４３４ １２６５４ △ ２２０ △０．１１
島 根 県 １５１７３ １５４１４ △ ２４１ △０．０７
岡 山 県 ３７３７８ ３８７０６ △１３２８ △０．１４
広 島 県 ５９５８８ ６５２２８ △５６４０ △０．２３
山 口 県 ３０９４４ ３４５７２ △３６２８ △０．２５

徳 島 県 １３４４６ １４７６５ △１３１９ △０．２０
香 川 県 ２３４２５ ２４９０８ △１４８３ △０．１８
愛 媛 県 ２５０８９ ２７８４７ △２７５８ △０．１８
高 知 県 １４０７３ １４００５ ６８ ０．０１
福 岡 県 １１７２７８ １１３００８ ４２７０ ０．０４

佐 賀 県 １９４９４ ２０９２８ △１４３４ △０．２０
長 崎 県 ３１８０６ ３６４１６ △４６１０ △０．３６
熊 本 県 ３６６００ ３７０６５ △ ４６５ △０．０７
大 分 県 ２４８８０ ２６６９２ △１８１２ △０．１５
宮 崎 県 ２５６０６ ２７９０８ △２３０２ △０．３１

鹿 児 島 県 ３７８１４ ３８１５９ △ ３４５ △０．１８
沖 縄 県 ２４４９５ ２２３９１ ２１０４ ０．０１

埼玉県の順位 ３ ４ ６ ６
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市町村別人口増減率（平成７年～１２年）

資料：「国勢調査」総務省統計局

概要
「国勢調査」によると、平成１２年１０月１
日現在の埼玉県の各市町村別の人口は、前
回調査と比べて５３市町村で増加し、３９市町
村で減少しました。
「住民基本台帳人口移動報告年報」によ
ると、平成１２年の埼玉県の住民基本台帳上
の他県からの転入者は１８２，８９４人で、全国
第３位でした。その内訳では、東京都から
の転入者が６８，２０３人と最も多く、次いで千
葉県が１６，１２６人、神奈川県が１５，６４２人と
なっています。
また、他県への転出者数は１７８，６７２人で、
全国第４位でした。その内訳では東京都へ
の転出者が６７，２３６人と最も多く、次いで神
奈川県が１７，７１２人、千葉県が１７，３１５人と
なっています。
転入・転出者の数を比べると、転入者の
方が多い転入超過の状況が昭和３０年以来続
いています。昭和６２年から平成８年までは
１０年連続の全国第１位でしたが、平成１２年
は第６位でした。なお、転入超過数の第１
位は４年連続で東京都でした。
転入者の方が多い傾向は、「住民基本台

帳人口要覧」による平成１２年度の外国から
の異動や帰化などを含めて算出した社会増
加率についても認められ、埼玉県は０．０４％
の増加でした。

転入超過数
転入者（他の都道府県から転入し、住所

を定めた者の数）－転出者（他都道府県へ
住所を移した者の数・転入者の従前の住所
地から算出）

社会増加数
（他の市区町村や国外から転入し住民票に
記載された者の数＋実態調査・帰化等によ
り住民票に職権で記載された者の数）－（他
の市区町村や国外に転出し住民票に記載さ
れた者の数＋実態調査、国籍離脱等により
職権で住民票を消除された者の数）

社会増加率
社会増加数÷前年度末日（平成１２年３月

３１日）の住民基本台帳人口×１００

資料出所 調査時点又は期間 調査周期

＊１２３「住民基本台帳人口移動報告年報」総務省統計局
＊４「住民基本台帳人口要覧」総務省自治行政局

平成１２年
平成１２年度

毎年
毎年
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１０出生
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

出生数
（人）

出生率
（人口千対）

合計特殊出生率
自然増加率
（％）

全 国 １１９０５４７ ９．５ １．３６ ０．１９

北 海 道 ４６７８０ ８．２ １．２３ ０．０６
青 森 県 １２９２０ ８．８ １．４７ ０．０１
岩 手 県 １２４１０ ８．８ １．５６ △０．０１
宮 城 県 ２２１５４ ９．４ １．３９ ０．２２
秋 田 県 ９００７ ７．６ １．４５ △０．２４

山 形 県 １０９１９ ８．８ １．６２ △０．０７
福 島 県 ２０３３２ ９．６ １．６５ ０．０９
茨 城 県 ２８２２０ ９．６ １．４７ ０．１８
栃 木 県 １８９７６ ９．６ １．４８ ０．１８
群 馬 県 １９４４５ ９．７ １．５１ ０．１７

埼 玉 県 ６６３７６ ９．７ １．３０ ０．３８
千 葉 県 ５５３１８ ９．４ １．３０ ０．３１
東 京 都 １００２０９ ８．５ １．０７ ０．１４
神 奈 川 県 ８２９０６ ９．９ １．２８ ０．３９
新 潟 県 ２１８８６ ８．９ １．５１ △０．００

富 山 県 １０１７０ ９．１ １．４５ ０．０５
石 川 県 １１４６７ ９．８ １．４５ ０．１９
福 井 県 ８０３６ ９．８ １．６０ ０．１５
山 梨 県 ８３７４ ９．５ １．５１ ０．１１
長 野 県 ２１１９４ ９．７ １．５９ ０．０９

岐 阜 県 ２０２７６ ９．７ １．４７ ０．１７
静 岡 県 ３５７９４ ９．６ １．４７ ０．２０
愛 知 県 ７４７３６ １０．８ １．４４ ０．４１
三 重 県 １７７２６ ９．７ １．４８ ０．１２
滋 賀 県 １４０８７ １０．６ １．５３ ０．３７

京 都 府 ２３９９７ ９．２ １．２８ ０．１６
大 阪 府 ８８１６３ １０．２ １．３１ ０．３１
兵 庫 県 ５４４５５ １０．０ １．３８ ０．２３
奈 良 県 １３２７０ ９．３ １．３０ ０．１９
和 歌 山 県 ９５６６ ９．０ １．４５ △０．０６

鳥 取 県 ５６４５ ９．３ １．６２ △０．０２
島 根 県 ６５２２ ８．６ １．６５ △０．１３
岡 山 県 １９０５９ ９．８ １．５１ ０．１３
広 島 県 ２７３８４ ９．６ １．４１ ０．１６
山 口 県 １３１２１ ８．７ １．４７ △０．１１

徳 島 県 ７２２４ ８．８ １．４５ △０．０６
香 川 県 ９８０８ ９．６ １．５３ ０．０６
愛 媛 県 １３２０７ ８．９ １．４５ △０．０２
高 知 県 ６８１１ ８．４ １．４５ △０．１８
福 岡 県 ４７２９０ ９．５ １．３６ ０．１９

佐 賀 県 ８７４５ １０．０ １．６７ ０．１０
長 崎 県 １４０９８ ９．３ １．５７ ０．０５
熊 本 県 １７２６２ ９．３ １．５６ ０．１０
大 分 県 １０９１０ ９．０ １．５１ △０．０１
宮 崎 県 １１０３７ ９．５ １．６２ ０．１０

鹿 児 島 県 １６２７２ ９．１ １．５８ △０．０４
沖 縄 県 １６７７３ １２．８ １．８２ ０．６９

埼玉県の順位 ５ １５ ４３ ４
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第１子出生時の母の年齢割合

資料：「人口動態統計年報」厚生労働省

概要
「人口動態統計年報」によると、平成１２
年は全国的に出生数・出生率がともに前年
を上回りました。
県内の出生数は平成９年からは３年連続
で前年を下回っていましたが、４年ぶりに
前年を上回って６６，３７６人となり、前年に引
き続き全国第５位となりました。
出生率は９．７で、前年よりも０．１ポイント
上昇しましたが、全国では前年の第１２位か
ら第１５位となりました。出生率は平成元年
以降１０．０前後の横ばい傾向にあります。
合計特殊出生率は１．３０と前年より０．０７ポ

イント上昇しましたが、全国第４３位（前年
は第４２位）と低い順位でした。
一方「住民基本台帳人口要覧」による平
成１２年度の自然増加率では、埼玉県は
０．３８％の増加でした。
「人口動態統計年報」によると、平成１２
年に埼玉県で出生した第１子の母の年齢は、
２８歳が最多でした。平成１２年の第１子出産
時の母の年齢割合を昭和６２年と比べると、
ピークが２歳上昇しています。また、グラ
フの山が緩やかになり、２８歳以降で第１子

が出生した人の割合が増えています。

出生数
「戸籍法」により届け出られた出生の全
数を対象としており、日本において発生し
た日本人の事象を集計したもの。

出生率
１０月１日現在の人口（平成１２年は国勢調
査人口）千人当たりの年間出生数

合計特殊出生率
その年における１５～４９歳の女性の年齢別

出産率（その年齢の女性が産んだ子供の数
÷その年齢の女性の数）を合計した値で、
１人の女性が一生の間に平均して何人の子
供を産むかを示す目安となる仮定値。

自然増加率
自然増加数（出生数－死亡数）÷前年度

末日（平成１２年３月３１日）の住民基本台帳
人口×１００

資料出所 調査時点又は期間 調査周期

＊１～３「人口動態統計年報」厚生労働省
＊４「住民基本台帳人口要覧」総務省自治行政局

平成１２年
平成１３年３月３１日

毎年
毎年
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１１死亡
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

死亡数・総数
（人）

死亡率
（人口千対）

死亡数・
悪性新生物
（人）

死亡数・心疾患
（人）

全 国 ９６１６５３ ７．７ ２９５４８４ １４６７４１

北 海 道 ４３４０７ ７．７ １４１６２ ６７６８
青 森 県 １３１４７ ８．９ ３８４３ ２０１６
岩 手 県 １２５１７ ８．９ ３５９１ １９２３
宮 城 県 １７１２７ ７．３ ５２５９ ２５２４
秋 田 県 １２０２６ １０．１ ３７６６ １６２０

山 形 県 １１８４２ ９．６ ３６６３ １７７３
福 島 県 １８６４２ ８．８ ５３５０ ２９９７
茨 城 県 ２２８７７ ７．７ ６７８０ ３４７８
栃 木 県 １５６１３ ７．９ ４５６８ ２４９７
群 馬 県 １６１４４ ８．１ ４５９９ ２４９３

埼 玉 県 ４０４８６ ５．９ １３１６３ ６４８３
千 葉 県 ３７２３８ ６．３ １１５５２ ６０９３
東 京 都 ８３８４９ ７．１ ２６８１２ １３０５６
神 奈 川 県 ５０５３９ ６．０ １６５０８ ７１１６
新 潟 県 ２１８３５ ８．９ ６７８１ ３１１５

富 山 県 ９７３４ ８．７ ２８５６ １３７７
石 川 県 ９３９１ ８．０ ２８７８ １４９６
福 井 県 ６９３１ ８．５ ２０５９ １０６７
山 梨 県 ７２９７ ８．３ ２１１３ １１６７
長 野 県 １９３２０ ８．９ ５３０５ ２８７７

岐 阜 県 １６５７７ ８．０ ５０１２ ２６７１
静 岡 県 ２８３２３ ７．６ ８２８６ ４４４２
愛 知 県 ４５８１０ ６．６ １３９３５ ７５２６
三 重 県 １５２９２ ８．３ ４４０９ ２３５９
滋 賀 県 ９２３２ ７．０ ２８４６ １４３６

京 都 府 ２０２３３ ７．８ ６４４２ ３１８５
大 阪 府 ６１３１５ ７．１ ２０７１６ ９００８
兵 庫 県 ４１７２４ ７．６ １３４００ ６３０６
奈 良 県 １０３６２ ７．２ ３２８０ １６７６
和 歌 山 県 １０２２５ ９．６ ３０１９ １７０６

鳥 取 県 ５９３５ ９．７ １７４１ ９５６
島 根 県 ７７００ １０．２ ２３０３ １０８７
岡 山 県 １６９０７ ８．７ ４７７８ ２４５２
広 島 県 ２３１８８ ８．１ ６９３４ ３５７９
山 口 県 １５１２６ １０．０ ４４５４ ２２９２

徳 島 県 ７９４０ ９．７ ２２６２ １２７２
香 川 県 ９４３３ ９．３ ２６９４ １４８８
愛 媛 県 １３７５７ ９．２ ３９７９ ２３３８
高 知 県 ８３０６ １０．２ ２２２３ １３６９
福 岡 県 ３８５０５ ７．７ １２５０３ ４９４１

佐 賀 県 ７８９９ ９．０ ２４７３ １１００
長 崎 県 １３５１９ ８．９ ４２１９ １９６２
熊 本 県 １５９７３ ８．６ ４５９７ ２４２３
大 分 県 １１２８９ ９．３ ３２０２ １８６５
宮 崎 県 ９９０６ ８．５ ２８８２ １５３１

鹿 児 島 県 １６９９３ ９．５ ４８４４ ２４７９
沖 縄 県 ７９４６ ６．１ ２１９４ １１１２

埼玉県の順位 ７ ４７ ７ ６
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年齢階級別に見た死因別死亡割合（平成１２年）

資料：「人口動態統計年報」厚生労働省

概要
「人口動態統計年報」によると、平成１２
年は全国的に死亡数・死亡率ともに前年を
下回りました。
県内の死亡数も前年より減って４０，４８６人

となり、前年に引き続き全国第７位となり
ました。
死亡率は５．９で、前年よりも０．１ポイント
下回り、全国第４７位と最下位でした。昭和
６０年以降、昭和６２年を除いて最下位が続い
ています。
死因別死亡数では、全体では死亡数の多
いものは、［１］悪性新生物１３，１６３人（死
亡総数の３２．５％）、［２］心疾患６，４８３人
（１６．０％）、［３］脳血管疾患５，６５７人（１４．０％）、
［４］肺炎３，４８１人（８．６％）、［５］自殺１，４１４
人（３．５％）、［６］不慮の事故１，４０５人（３．５％）
などが多くなっており、その順序は前年と
変わりませんでした。
年齢階級別に死因別割合をみると、１９歳
まででは不慮の事故、２０歳代では自殺の割
合が高くなっています。３０歳代では悪性新
生物及び自殺が高く、４０～７０歳代では、悪
性新生物割合が最も高くなっています。

また、死亡数を年齢別の割合でみると、
１９歳までと２０歳代は全体の１％、３０歳代は
２％、４０歳代は４％、５０歳代は１１％、６０歳
代は１９％、７０歳代が２５％、８０歳以上が３８％
を占めていました。

死亡数
「戸籍法」により届け出られた死亡の全数
を対象としており、日本において発生した
日本人の事象を集計したもの。

死亡率
１０月１日現在の人口（平成１２年は国勢調
査人口）千人当たりの年間死亡数

悪性新生物
一般にガンと呼ばれている病気のこと。

資料出所 調査時点又は期間 調査周期

＊１～４「人口動態統計年報」厚生労働省 平成１２年 毎年

! 自然と人口
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１２婚姻・離婚
＊１ ＊２ ＊３ ＊４

婚姻件数
（件）

離婚件数
（件）

平均初婚年齢・
夫
（歳）

平均初婚年齢・
妻
（歳）

全 国 ７９８１３８ ２６４２４６ ２８．８ ２７．０

北 海 道 ３４５２９ １４２３３ ２８．３ ２６．８
青 森 県 ８１３８ ３０９２ ２８．２ ２６．４
岩 手 県 ７６７１ ２２９２ ２８．５ ２６．５
宮 城 県 １４７９７ ４５０８ ２８．３ ２６．４
秋 田 県 ５６６９ １９２５ ２８．５ ２６．５

山 形 県 ６８９７ １９５２ ２９．０ ２６．６
福 島 県 １２４４５ ３９５０ ２８．３ ２６．１
茨 城 県 １８３７８ ５８３４ ２８．６ ２６．６
栃 木 県 １２６０７ ３９０２ ２８．４ ２６．６
群 馬 県 １２５２２ ３９７７ ２８．５ ２６．６

埼 玉 県 ４５６３６ １４３６８ ２９．１ ２７．１
千 葉 県 ３９５９７ １２７００ ２９．２ ２７．２
東 京 都 ８７３６０ ２７０３２ ３０．１ ２８．０
神 奈 川 県 ６１３５１ １８８２８ ２９．５ ２７．６
新 潟 県 １２８５８ ３６３５ ２８．６ ２６．７

富 山 県 ６３０７ １７２７ ２８．２ ２６．６
石 川 県 ６９７９ ２０３６ ２８．２ ２６．７
福 井 県 ４５８２ １３２７ ２８．６ ２６．７
山 梨 県 ５３５３ １６３８ ２９．３ ２７．２
長 野 県 １３４０５ ３７３３ ２９．２ ２７．２

岐 阜 県 １２１１３ ３４７２ ２８．４ ２６．６
静 岡 県 ２３５５０ ７３８０ ２８．７ ２６．８
愛 知 県 ４８３９１ １３８４１ ２８．６ ２６．８
三 重 県 １１２７１ ３５４９ ２８．３ ２６．５
滋 賀 県 ８５９３ ２２４４ ２８．５ ２６．７

京 都 府 １５７８１ ５４０３ ２８．８ ２７．２
大 阪 府 ５９９６９ ２２７１５ ２８．８ ２７．１
兵 庫 県 ３４５８７ １１９０５ ２８．６ ２７．０
奈 良 県 ８０９４ ２７５５ ２８．７ ２７．１
和 歌 山 県 ５８９７ ２４０３ ２８．２ ２６．５

鳥 取 県 ３３６６ １１９１ ２８．０ ２６．４
島 根 県 ３７７２ １０９５ ２８．３ ２６．６
岡 山 県 １１３７６ ３８７８ ２７．９ ２６．３
広 島 県 １７４７０ ５７０６ ２８．３ ２６．７
山 口 県 ８２４９ ２９９９ ２８．０ ２６．５

徳 島 県 ４５２３ １５９８ ２８．０ ２６．３
香 川 県 ６０５２ ２０２６ ２７．９ ２６．２
愛 媛 県 ８１４７ ３１０２ ２８．０ ２６．６
高 知 県 ４２４５ １８５９ ２８．２ ２６．７
福 岡 県 ３０６４０ １２０５３ ２８．４ ２７．０

佐 賀 県 ４７４９ １６３５ ２８．０ ２６．５
長 崎 県 ７８０５ ２９０６ ２８．３ ２６．９
熊 本 県 １０２６５ ３７１６ ２８．１ ２６．７
大 分 県 ６９７７ ２３５１ ２８．１ ２６．７
宮 崎 県 ６５１３ ２７１３ ２７．９ ２６．４

鹿 児 島 県 ９５８５ ３４７３ ２８．４ ２６．７
沖 縄 県 ９０７７ ３５８９ ２８．３ ２６．５

埼玉県の順位 ５ ４ ６ ７
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年代別配偶関係割合（平成１２年１０月１日現在）

資料：「国勢調査」総務省統計局

概要
「人口動態統計年報」によると、平成１２
年は、全国的に婚姻・離婚件数ともに前年
を上回りました。
埼玉県での婚姻件数は、４５，６３６件で前年

よりも２，７７８件増加し、前年に引き続き全
国第５位でした。
離婚件数は、１４，３６８件で前年に比べ３８０
件増加し、前年に引き続き全国第４位でし
た。
平均初婚年齢は、男性で２９．１歳、女性で

２７．１歳と前年よりも男性で０．２歳、女性で
０．１歳上昇し、晩婚化傾向にあります。
「国勢調査」の平成１２年の結果から県内
の１５歳以上人口の未婚率を見ると、２５～２９
歳では男性が７１．５％、女性が５４．６％と、平
成７年に比べそれぞれ４．６ポイント、８．２ポ
イント上昇しています。また、３０～３４歳で
は男性が４４．０％、女性が２５．１％と、平成７
年に比べそれぞれ６．６ポイント、７．４ポイン
ト上昇しており、こちらでも晩婚化の傾向
が見られます。

婚姻数・離婚数
「戸籍法」により届け出られた婚姻・離
婚の全数を対象としており、日本において
発生した日本人の事象を集計したもの。

平均初婚年齢
初婚者の年齢の平均。

未婚
まだ結婚したことのない人。（届出の有

無に関わらず、実際の状態により区分す
る。）

未婚率
その年齢（年代）の未婚者÷その年齢（年

代）の総人口×１００

資料出所 調査時点又は期間 調査周期

＊１～４「人口動態統計年報」厚生労働省 平成１２年 毎年
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